
１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第３四半期連結累計期間における国内経済は、持ち直しに向けた動きが見られつつあるものの、新型コロナウイル

スの感染拡大の影響によりインバウンド需要の減少や、消費活動の停滞が続く厳しい状況となりました。また、米国経

済においても、新型コロナウイルス感染者数の再拡大が景気回復の重石となり緩やかな回復となった他、欧州経済も多

くの国で再び厳しい活動制限が課せられる中、経済活動は低い水準となりました。アジア経済は、中国市場の消費が

徐々に回復に向かっているものの、その他のアジア地域は勢いを欠く展開となりました。 

 このような状況のもと、当第３四半期連結累計期間の連結経営成績は、売上高1,511億円（前年同期比32.8％減）、

営業損失60億円（前年同期は112億円の営業利益）と、減収減益となりました。また、経常損失は26億円（前年同期は

124億円の経常利益）、親会社株主に帰属する四半期純損失は、当社連結子会社における希望退職募集に伴う特別損失

の計上と、繰延税金資産の一部を取り崩し法人税等調整額を計上したこと等により、219億円（前年同期は70億円の親

会社株主に帰属する四半期純利益）とそれぞれ減益となりました。 

 

（時計事業） 

 ウオッチ販売のうち、“CITIZEN”ブランドの国内市場は、郊外店舗やＥＣ販売などで改善の動きが見られた一方

で、インバウンド需要の激減や移動自粛に伴う消費意欲の減退を受け苦戦を強いられ、大幅な落ち込みとなりました。 

 海外市場のうち、欧州市場は長引くロックダウンの影響を受けながらも比較的堅調に推移しました。北米市場は商戦

期に向けてオンライン流通等で回復の兆しが見え始めたものの、実店舗を中心に低迷を余儀なくされたほか、営業活動

の制限が強化されるなど先行き不透明感も高まったことから低調に推移し、減収となりました。アジア市場は、中国が

順調に回復の動きを強める一方で、アジア市場全体では弱含みが続いており、減収となりました。 

 マルチブランドは、”BULOVA”ブランドのＥＣ販売が堅調に推移したものの、北米市場を中心とした全体の販売は落

ち込んだほか、その他のブランドについても減収となりました。 

 ムーブメント販売は、世界的な消費の落ち込みを受け減収となったものの、中国市場などで堅調な需要を保つ機械式

ムーブメントに加え、アナログクオーツムーブメントも需要は増加傾向で推移しました。 

 以上の結果、時計事業全体では、世界的な経済活動の停滞に伴う大幅な売上減少を受け、ＥＣ販売強化に向けた取り

組みを加速しましたが、売上高は717億円（前年同期比39.4％減）と減収となりました。また、費用削減等による収益

確保を図りましたが売上減の影響が大きく、38億円の営業損失（前年同期は82億円の営業利益）と減益となりました。 

 

（工作機械事業） 

 国内市場は、自動車関連等の受注は底打ち感が見られたものの、上期の設備投資需要が低調に推移したことから、減

収となりました。海外市場においても、中国市場でＩＴ関連等が引き続き好調に推移し、欧州や米州市場においても市

況回復への期待感から受注は上向いているものの、前年同期を上回るには至らず、減収となりました。 

 以上の結果、工作機械事業全体では、受注が回復基調を辿っている中で、オンラインの展示会を開催するなど受注獲

得に向けた新たな取り組みを強化しましたが、売上高は325億円（前年同期比28.1％減）と減収となりました。また、

営業利益においては売上減の影響により、14億円（前年同期比76.2％減）と減益となりました。 

 

（デバイス事業） 

 精密加工部品のうち、自動車部品は新車販売台数の復調とともに徐々に売り上げも伸び、前年同期に迫る実績となり

ました。スイッチはスマートフォン向けの販売不振により、減収となりました。 

 オプトデバイスのうち、チップＬＥＤは、照明向けで厳しい価格競争が継続する中、欧米市場や中国市場の需要減退

を受け減収となったほか、車載向けＬＥＤも市場は戻りつつあるものの、減収となりました。 

 その他部品のうち、水晶デバイスは通信機器向けの需要が増加しましたが、新型コロナウイルスの感染拡大の影響に

伴う全体的な需要の減少を受け、その他部品全体では減収となりました。 

 以上の結果、デバイス事業全体では売上高332億円（前年同期比24.3％減）と減収となりました。営業損失において

は、製品の選択と集中を含む構造改革を推進するなど収益向上に向けた取り組みを進めましたが、７億円（前年同期は

12億円の営業利益）と減益となりました。 

 

（電子機器他事業） 

 情報機器は、経済活動の再開に伴いバーコードプリンターなどに回復の動きは見られているものの、主要製品である

フォトプリンター、ＰＯＳプリンターの設備投資意欲は引き続き弱く、減収となりました。健康機器は、主に国内市場

において体温計の需要が大幅に伸長した結果、増収となりました。 

 また、宝飾製品からの撤退により売り上げが減少しました。 

 以上の結果、電子機器他事業全体では、売上高は135億円（前年同期比22.1％減）、営業利益は１億円（前年同期比

993.9％増）と、減収増益となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ19億円増加し、3,715億円となりました。資産の

内、流動資産は、現金及び預金が268億円、受取手形及び売掛金が42億円それぞれ増加した一方で、たな卸資産が94億

円減少したこと等により、174億円の増加となりました。固定資産につきましては、繰延税金資産が104億円、投資有価

証券が33億円それぞれ減少したこと等により、155億円の減少となりました。 

 負債は、前連結会計年度末に比べ、長期借入金が342億円、未払費用が16億円それぞれ増加した一方で、支払手形及

び買掛金が36億円、電子記録債務が27億円、賞与引当金が22億円それぞれ減少したこと等により240億円増加し、1,627

億円となりました。 

 純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、その他有価証券評価差額金が15億円増加した一方で、利益剰余金

が232億円減少したこと等により220億円減少し、2,087億円となりました。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 連結業績予想につきましては、新型コロナウイルスの収束が見通せず依然として不透明な状況にあるものの、時計事

業および工作機械事業が想定を上回る結果となったことから、第３四半期連結累計期間の業績を勘案のうえ、前回発表

予想を上方修正いたしました。 

 なお、第４四半期以降の為替レートにつきましては、１ＵＳ＄＝105円、１ＥＵＲ＝125円を想定しております。詳細

につきましては、本日（2021年２月10日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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